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南開在学時代における周恩来の日本観
－‌『南開作文集』への検証を通して
周　曙光
はじめに
　周恩来は1913年から1917年まで天津の南開中学校に在籍した。1950年代
から、在学中に執筆した作文が相次いで発見され、今日まで保存されてき
た。1998年2月に、52篇の作文が周恩来の母校である南開大学と中共中央
文献研究室の編集した『周恩来早期文集』1に収録され、現在の周恩来研究
における最も重要な文献資料の一つとなっている。2013年2月に南開中学
校と中央文献研究室は改めてそれらの作文を編集し、注釈と解説を付け加
えたうえで、新たに『周恩来南開中学校作文箋評』2という一般書を出版し
た。さらに、周恩来が授業の余暇を利用して南開中学校の学内新聞や雑誌
に投稿した文書を収録した『周恩来南開中学校習作釈評』3も2014年10月に
上梓された。本論は上述した資料4の検証を通して、南開中学校在学時代に
おける周恩来の日本という国に対する認識、すなわち南開中学校時代の周
恩来の日本観を明らかにすることを目的とする。
1‌‌『周恩来早期文集』（一九一二年十月―一九二四年六月）、中共中央文献研究室・南開大
学編、中央文献出版社・南開大学出版社、1998年2月。
2‌‌『周恩来南開中学校作文箋評』、天津南開中学校・中央文献研究室第二編研部編著、人
民出版社、2013年2月。
3‌‌『周恩来南開中学習作釈評』、中共中央文献研究室第二編研部・天津南開中学校編著、
人民出版社、2014年10月。
4‌‌本論では、周恩来が南開中学校在学時期に作成した文章を『南開作文集』と称する。
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１、テキストの紹介
　周恩来の南開中学校時代の作文は論説、感想文、伝記、手紙など多様な
形式で記されており、『史記』、『論語』など中国古典のみならず、ナポレオ
ンや桂太郎というような西洋と日本の有名な人物と事例を大量に引用す
るのが特徴の一つである。内容は世界各国の事情、祖国の振興、個人の成
長などに集中し、「国政のことを考えながら国と人民のことを憂うという
彼の思想のテーマが52編の作文全体に貫かれている」5と言えよう。当時の
教師は、全ての作文のおわりに一行ほどの評語を付けている。全体として
は、「語彙が豊富」、「構造が精緻」という文章自体への評価のほかに、「青年
がこのような文章を書けるなら、前途は計り知れない」6というような、青
年時代の周恩来の広い視野と見識称賛するコメントも数多くある。
　無論、この『南開作文集』を多様な角度から考察することができる。しか
し、本論は周恩来の日本観に対象を絞るため、まずは彼の日本観が反映さ
れている作文10編の内容を確認しよう。
①「春休み旅行をする際の友人への手紙」　1915年春
　旅行の場所について、私は済南が相応しいと思う。なぜかというと、そ
こで日本の軍隊の動き及び我が政府の対応措置を考察することが出来る
から。
②「救国基金を募るための友人への手紙」　1915年6月　
5‌‌周曙光、「新刊ガイド」、『人民中国』、2013年11月、通巻725号、77頁。
6‌‌周恩来が1915年冬に作成した「海軍説」という文章に対して、当時の教師は「文章は流
暢で、海のような勢いを持つ。青年がこのような文を書けるなら、前途は計り知れない
だろう。頑張ってください。」（中国語原文：筆酣墨飽，気勢汪洋。青年有此文字，后日
必不可限量矣，勉旃）とコメントした。
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　東亜を巡る交渉7は既に平和的に解決されている。この交渉から公理の
裏に必ず鉄と血が必要であるということが窺える。彼らは鉄と血を以て人
を侮辱する一方、我々は赤い血を持っているけれども、黒い鉄がない。
③‌「孟子は利を言わず、アダム・スミスは利を好む、この二説の折衷案と
は」8　1915年秋　
　この中国という神州9の危急存亡の時に、同種のような東の隣国である
日本が突然野望を抱き始めた。その悪報を聞いて、全国が騒然となった。
皆一戦を交えようと、背水の陣の決意をした。一種の愛国の熱意は、既に
沸点に達しており、前後不覚に眠る獅子も突如として目覚めた。しかし、
現状を検討してみると、一戦を交える計画は中国を救う根本的な案ではな
い。現実に戦おうとしている相手は日本である。日本人の我が国への弾圧
は一線を越えており、やむを得ず考えられた計画である。日本が我々に対
して挑発してきたことが事の発端である。いつか日本によって土地が分割
され、資源が採掘されると、中国は再び何事もなく元の状況に戻るだろ
う。昔と同じく鎖国に徹し、再度獅子が眠りに就くのであれば、それはも
はや目覚めたとは言えず、根本的な問題解決には繋がらないだろう。
④「海軍説」　1915年冬　
　全世界を見回してみると、イギリスは僅かの三つの島で成り立っている
が、インドとエジプトとオーストラリアを占領して東亜を凌駕している。
堂々と世界を牛耳っており、まるで世界の主人のような存在である。日本
も島国でありながら、初戦で我が国を破り、次にロシアに勝ち、台湾と朝
鮮を占領している。近世の新進国家であり、優れた黄色人種でもある。
7‌‌「対華21カ条要求」のことを指している。
8‌‌当時の教師が与えた題名である。
9‌‌中国における自国に対する美称。
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⑤「或は多難で邦を固める論」　1915年冬　
　我が国を見てみると、海禁が解かれて以来、徐々に列強に追い込まれて
きた。アヘン戦争でイギリス人が我が国を侵略する。清仏戦争でフランス
人が我が国を圧迫する。ネルチンスク条約でロシア人が我が国を併呑す
る。下関の条約で日本人が我が国を侮辱する。さらに1900年には、列強諸
国が手を組んで我が国に圧力をかけてきた。国全土が諸外国によって植民
地化される危険極まりない非常事態になったにもかかわらず、国民は相変
わらずぼんやりとしている。
　（中略）今日に至って、隣国の日本が第一次世界大戦の機会に乗じて、突
然「対華21カ条要求」を出した。我が国の政府には後ろ盾がなく、時代の先
駆者もおらず、屈辱を耐えながら相手に出された条目を逐一承認した。21
カ条のみならず、それ以外の5つの条目は後でさらに交渉するといわれた。
事態は緊迫し、時が迫ってきた！多難な状況は、ここまで来るともはや頂
点を極めたと言わざるを得ない。
⑥「モンゴルを征する論」　1915年　
　ロシアが北で威張り、イギリスが西を睨み、フランスが南を併呑し、日
本が東を占める。このような危機一髪の瀬戸際に立っているのは中国では
ないか。（中略）イギリスとロシアは共謀して我が国への進出を図り、日本
とフランスは漁夫の利を占める。桂太郎10の西洋への旅は間違いなくわけ
があるのだろう。
⑦「友人への送別の手紙」　1915年　
　先ほど、友人の柏栄のところで、輪飛さんが日本への官費留学生に合格
10‌‌桂太郎（かつら‌たろう、1847～1913）、長州藩出身の陸軍軍人、政治家。総理大臣を三
回務め、外交上も大いに手腕を発揮した。
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し、近いうちに日本へ渡ることが分かった。
⑧「中国における現状の危機」　1916年10月4日
　湖南省の鉱山を抵当にするという借款の条約について、我々の国民と土
地には何の罪があるのか。なぜそれを他人にあげなければならないのか。
また、日本人が我々の革命を支援するのはあくまで友情に基づく援助なの
に、なぜ彼らを軍事顧問にしなければならないのか。
　（中略）日本とロシアの協力、中国と日本の合作、鄭家屯での中日衝突事
件11、いずれも我が国を境地に追い込もうとする事件であった。現在欧州は
大戦中で、東洋に目を向ける余裕がない。日本は土地が狭く人口も少ない
ので短時間に我が国を併呑できないという意見がある。ところが私からす
れば、その意見はただの楽観視にすぎないと言わざるを得ない。確かに日
本にはまだ十分な力が備わっていない。しかし一寸進んだら次にもう一寸
進もうとし、一歩一歩進撃している。彼らは既に我が国を危険な境地に陥
れる力を有している。
⑨「ポリュビオスは奢侈は習慣の故と主張、紀夏井は奢侈は性質の故と主
張。二説について論じてみよう」12　1916年11月
　一国の文明レベルはその国民の生活のレベルで評価できるという意見
をよく耳にする。イギリスは全世界の覇者であるゆえ、工芸と商業の方面
11‌‌中国東北で起きた日中両軍の紛争。1916年8月、奉天省鄭家屯（現吉林省双遼）で、日
本人商人と中国人とのいさかいに端を発して双方の部隊が衝突、日本側7名、中国側4
名の死者を出した。おりから日本側の一部は、蒙古の巴布扎布（パプチャップ、1875-
1916）らを利用して第二次満蒙独立運動を企てており、日本軍はこの事件を口実に中
国側の奉天軍第28師団を撤退させて鄭家屯を占領した。
12‌‌題名は当時の教師が決めたもの。ポリュビオス（紀元前205～125）は古代ギリシャの
歴史学者で、全四十巻の『歴史』を著した。紀夏井（生没年未詳）日本の平安時代初期
の貴族。865年に肥後守に命じられ、民に慕われた。翌年に応天の門の変が起こり巻き
込まれ、土佐国へ流罪となった。
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で世界をリードしており、国民の生活も他の国より優れている。ドイツと
アメリカは新興国であり、全力で追いかけているが、その国民の生活水準
はやはりイギリスより低いと思われる。そして日本はといえば、明治維新
以来まだ半世紀しか経っておらず、新しい文明が芽生える時期にあるの
で、その国民の生活はまだ西洋に及ばないだろう。
　（中略）紀夏井というのは、日本の平安時代の人物である。平安時代は純
朴な気風があった上古の社会とは遥かに本質が離れている。そのため彼は
奢侈が本性となったと主張する。奢侈は元々習慣であったが、習慣が長く
続くと本性になるので、奢侈は今日になってもはや本性に変わったのであ
る。それに、日本は国土が狭く、人口も少ないので、もし奢侈の気風が日
本で広まると、日本が強国になる願望は実現し難くなり、さらに貧弱化し
ていく可能性もある。それゆえ、紀夏井は、日本の国民が文明の発展を求
めず単に欧米13を模倣して良い生活を追求することを警戒し、奢侈が本性
であるという観点を掲げた。日本人はこの話を聞くと、人間の本性は変え
にくいものと知り、質素な生活を送るように努力した。今日の日本の国民
間にある勤勉かつ純朴な気風は、紀夏井の影響を受けた可能性があるだろ
う。
　
⑩「『教育要旨』の第6条「貪婪を諌める」を読んだ感想」　1916年　
　日本は学校教育を我々より10年早く始めた。始めてから20年もたたない
うちに、日本の国家は多大なる栄光を浴びている。欧米列強と肩を並べら
れるようになったのも学校教育の賜物といえる。
　周恩来が南開中学校で執筆した作文において、彼の日本観が反映されて
いるのは以上の内容である。まだ具体的な政治活動などに携わる前の中学
13‌‌平安時代の人物が欧米を意識するのは考えられないが、原文に従って訳した。
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生であったとはいえ、広い国際的な視野、冷静に情勢を判断する能力、そ
して政治家と外交官としての潜在的な能力が既に見えているといえるだ
ろう。当時の中国は辛亥革命を経て清朝を倒したにもかかわらず、国自身
の貧弱さと外国からの侵略と干渉は以前と変わらなかった。周恩来はまず
否定的な側面から日本を意識した。すなわち、周恩来は、日本をかつて中
国に打ち勝ち、なおかつ現在も中国に干渉している勢力の一つと考えてい
た。当時の国際情勢の下では、国の独立と発展を切望する学生と愛国青年
の間で、このような考えは一般的であったと言えるだろう。ところが、こ
のような日本観はそれなりの合理性があると認められる一方、もし単純に
相手を敵視する考え方しかなければ、偏狭なナショナリズムに陥る可能性
が高いだろう。しかし、周恩来はそうではなかった。日本に対する警戒心
を持ちながら、日本を「同種のような東の隣国」と見なして日本から学ぶ
という冷静な考えも持っていたのである。従って、この時期における周恩
来の日本観は、日本を警戒する側面と日本を理解する側面の二つの方向か
ら分析すべきであろう。
２、日本を警戒する日本観
　日本を警戒する日本観については、日清戦争から受けた影響が大きかっ
たといえるだろう。周知の通り、日清戦争は1894年7月から1895年3月にか
けて朝鮮半島の支配権を巡り日清両国が起こした戦争であり、清国が敗れ
た。これにより、朝鮮の独立を認め、台湾を日本に割譲するなどの取り決
めを含めた極めて不平等な「下関条約」が結ばれたのである。日清戦争に
よって日本と中国は国際的な地位を逆転させると同時に、両国の国民感情
にも計り知れない影響を及ぼしたので、多くの中国人はこの戦争と条約を
日本から受けた侮辱と認識していた。日清戦争から周恩来が作文を書く時
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点までわずか20年しか経っておらず、周恩来も他の中国人と変わらず、日
清戦争の結果を恥だと認識していたと思われる。上述した④の「初戦で我
が国を破り、次にロシアに勝ち、台湾と朝鮮を占領している」という記述
は、明らかに日清戦争及び日本が台湾と朝鮮を占領したという戦争の結果
に言及した内容である。さらに、⑤の「下関の条約で日本人が我が国を侮
辱する」という記述を見てみると、戦争後の講和条約は日本から受けたあ
る種の屈辱だと周恩来が受け止めたことが分かる。従って、日清戦争およ
びその結果は間違いなく周恩来の日本観に消極的な影響を与えたのであ
る。
　もう一つ周恩来の日本観へ大きな刺激を与えた事件とは、彼が南開中学
校に在学していた1915年に発生した、当時の日本政府が袁世凱政府に対し
て提出したいわゆる「対華21カ条要求」である。第一次世界大戦中の1915
年1月18日、当時の日本政府は中国の袁世凱政府に対して21カ条の要求と
希望を提示した。この「対華21カ条要求」において、第1号から第4号の条項
は、山東省におけるドイツ権益の日本による継承、南満州と内モンゴル権
益の期限延長、漢冶萍公司14の日中共同経営、中国沿岸部の不割譲などを
求めている。そして第5号の条項は政治、財政、軍事の分野における日本人
顧問の中国政府による雇用などを要求した。最終的に、第5号関係の一部
条項を除く最後通牒が5月7日に日本から発せられ、中国は5月9日にそれを
受諾したのである。
　当時の中国が要求を受諾した5月9日を「国恥記念日」と呼んだことが示
すように、「対華21カ条要求」を受け入れたことは、中国人にとって日清戦
争の敗北と同じように日本の中国に対する侮辱だと認識さていた。周恩来
の『南開作文集』において、この事件に対する関心を表した箇所は全部で4
14‌‌清朝末期に設立された中国最大の製鉄会社で、湖北省の漢陽鉄廠、大冶鉄山、江西省
の萍郷炭鉱の三つの事業を統合したもの。その後日本が支配権を握り、八幡製鉄所へ
の鉄鉱石の最大の供給源となった。
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つある。まず①に注目すると、周恩来が春休みの旅行先を山東省の省都で
ある済南に決めた理由は、他ではなく「日本の軍隊の動き及び我が政府の
対応措置」を観察することにあった。日本が山東省のドイツ権益を継承す
ることはこの交渉における最も重要な争点の一つであり、周恩来もこの点
に気づいたと思われる。一般の中学生にとって、旅行は余暇の一環であっ
たのに対して、周恩来は旅行という機会を利用して自ら国の情勢を調査し
ようとした。従って、「対華21カ条要求」を巡る日本の山東半島での行動に
対して、当時の周恩来が強い警戒心を抱いたことが推察される。
　次に、②「救国基金を募るための友人への手紙」を考察しよう。全文の脈
絡から、「東亜を巡る交渉」という表現が「対華21カ条要求」を巡る諸国の
動きを指していることが分かる。周恩来はこれを念頭において、「公理の
裏に必ず鉄と血を持つこと。彼は鉄と血を以て人を侮辱する、私は赤い血
を持っているが、黒い鉄がない」という結論を導き出した。ここでの「鉄」
は国の強い軍事力、「血」は国を強くする意欲と理解することができよう。
そして、周恩来は、日本は強い軍事力と国を強くする意欲のふたつを備え
ているから、中国に対して不平等な要求を出せると考えていたのである。
日本のこのような行動は、周恩来にとって間違いなく一方的な強圧と侮辱
だと受け止められていた。一方、この問題の根本的な原因について、周恩
来は中国人に国を強くする意欲がないためではなく、両国の実力の差が大
きいからだと判断しているのである。
　次に、③「孟子は利を言わず、アダム・スミスは利を好む、この二説の折
衷案とは」において当時の中国の国情を論じる際に、周恩来は「この中国
という神州の危急存亡の時に、同種のような東の隣国である日本が突然野
望を抱き始めた。その悪報を聞いて、全国が騒然となった」と述べている。
文章が作成された時間及び文脈によって、ここでの「日本の野望」という
のはまさに「対華21カ条要求」のことだと思われる。さらに、中国がこの条
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約を受諾したことを「悪報」と称した。この文章の表現と内容から見れば、
「対華21カ条要求」及びその交渉の過程に反映された当時の日中間の不平
等な外交関係は、周恩来の日本観を否定的なものにする要素の一つであっ
た。当然それも当時の周恩来が日本を警戒したもう一つの根拠である。と
ころが、この文をさらに読むと、祖国の難局に臨み「皆一戦を交えようと、
背水の陣の決意をした」にもかかわらず、周恩来は終始客観的に情勢を分
析したことが分かる。すなわち、周恩来は、「一戦を交える計画は中国を救
う根本的な案ではない」と認識できたのである。相手が攻めてきてからや
むを得ず戦うというように相手の動きに一つひとつ反応するのではなく、
自ら動き出すのが根本的な計画であると周恩来は考えていた。
　さらに⑤「或は多難で邦を固める論」も明らかに「対華21カ条要求」に言
及しており、周恩来は「対華21カ条要求」を「屈辱」と認識し、日本を強く
警戒するほかに、「事態は緊迫し、時が迫ってきた！多難な状況は、ここま
で来るともはや頂点を極めたと言わざるを得ない」と強烈な危機感を示し
た。さらに、日本がなぜそのようなことを実現できたかという点につい
て、周恩来は「第一次世界大戦の機会」を利用したと考えていた。つまり、
彼の日本観は日本のみを考察の対象とするのではなく、日本を国際社会の
全体の中に位置付け、その動きを相対化して把握しようと努めた結果であ
るといえよう。そして、こうした努力が、日本に対する抑制され、精度の
高い見方を可能にしたのである。
　ところで、「日清戦争」と「対華21カ条要求」に関する論述以外に、日本を
警戒する考えを率直に示した内容もある。⑧「中国における現状の危機」
において、周恩来はまず「日本人が我々の革命を支援するのはあくまで友
情に基づく援助なのに、なぜ彼らを軍事顧問にしなければならないのか」
という疑問を提示した。辛亥革命をはじめ中国の革命運動において、日本
の各方面から援助を受けたこと、また日本の支援が革命の成功に重要な役
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割を果たしたことも事実である。康有為や梁啓超など立憲君主制度の導入
を目指す保皇派も清朝打倒を期した興中会などの革命派も、いずれも日本
を拠点として言論活動や勢力の拡大を行ったことや、辛亥革命の中心的な
役割を果たした中国同盟会に宮崎滔天や北一輝といった日本人も会員と
して加わったことなどは、中国の革命運動において日本が果たした役割の
大きさを示す典型的な事例である。しかし、その中に単純に中国を助けよ
うと考える純粋な革命家もいれば、何らかの利益を得ようとした者も少な
からず存在していた。そのため、周恩来が提示した疑問は、彼が革命に参
加する日本人の中に私利私欲を追求する者がいた問題について既に十分
な認識を有していたことを示唆すると言えるだろう。さらに、「日本は土
地が狭く人口も少ないので短時間に我が国を併呑できない」という楽観的
な意見に対して、周恩来は大きな注意を払った。すなわち、当時の日本は
「まだ十分の力が備わっていない」が、「一寸進んだら次にもう一寸進もう
とし、一歩一歩進撃している」ので、必ずしも中国を併呑する意思がない
とは言い切れないとしたのである。歴史的に見れば、当時の周恩来が持っ
たこのような警戒心は決して杞憂ではなかった。後の日中全面戦争の勃発
は、まさに周恩来のこの警戒心の妥当性を証明したのである。
　上述の内容をまとめると、周恩来の『南開作文集』において、「日清戦争」
に関する記述は2箇所あり、「対華21カ条要求」に関する記述は4箇所、日本
を警戒する考えを直接示したのは1箇所あった。いずれも自国を強圧する
相手国として日本を位置付け、強い警戒心が示されている。同時に、その
ような日中の不平等な国家関係は、単に日本の高圧的な態度だけではな
く、中国自身の貧弱さに対する不満の感情を間接的に表していたと考えら
れよう。ただし、彼の日本観は一般の愛国青年と異なり、現状に憤慨して
日本との対決を求めるのではなく、日本を当時の国際情勢の中に置き、根
本的な解決方法を探求した点に特色がある。従って、周恩来は、日本をあ
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くまでも当時の中国を分割する列強の一つととらえ、感情的に戦争を求め
るより中国の国力を高めることがより良い方策であったと考えていたこ
とが分かるのである。
３、日本を理解する日本観
　前節の分析を通して、日清戦争と「対華21カ条要求」が周恩来の日本観
に消極的な影響を与えたことが確認できた。だが、日本を警戒する考えを
持つ一方、周恩来は客観的に日本を観察できたことも事実であった。その
意味で、後の日本留学にもつながる彼の日本観の積極的な側面は決して見
逃してはならない。それでは、負の感情を背負いながらも、周恩来がどの
ように理性的に日本を考えたのを検討してみよう。
　まず、③「孟子は利を言わず、アダム・スミスは利を好む、この二説の折
衷案とは」、④「海軍説」、⑤「或は多難で邦を固める論」に注目すると、内
容的には日本を批判しているにもかかわらず、「同種のような東の隣国」、
「近世の新進国家」、「優れた黄色人種」というような日本を肯定する表現の
使用が認められる。日本と中国は長期にわたり文化交流を行い、特に明治
以前の日本は中国文化を大量に取り入れたために、両国は同文・同種・同
教・同俗と考えられてきた。日清戦争以降でも、梁啓超をはじめとして日
本への留学を勧める知識人はそのような観点を唱えていた。周恩来の作文
に用いられた「同種」という表現はこのような中国の従来の日本観を受け
継ぐ考えであろう。さらに、西洋に学んで近代化を進めてきた日本が日々
強大になることに対し、周恩来は「近世の新進国家」と高く評価し、人種論
の視点からも日本を「優れた黄色人種」と率直に賛辞を示している。ある
いは、西洋諸国と比べると日本は地理的に近いという点も周恩来の日本観
を影響していることは、「隣国」という表現が③「孟子は利を言わず、アダ
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ム・スミスは利を好む、この二説の折衷案とは」と⑤「或は多難で邦を固
める論」に2回用いられたことが示すとおりである。従って、日本人と中国
人が人種的にも地理的にも近いこと、日本が明治維新を経て近代の新進国
家になったことを当時の周恩来は十分に理解しており、彼の日本観に積極
的な影響を与えたと考えられる。
　次に、⑥「モンゴルを征する論」と⑨「ポリュビオスは奢侈が習慣の故と
主張、紀夏井は奢侈が性質の故と主張。二説について論じてみよう」を見
てみると、桂太郎と紀夏井の二人の名前が挙げられていることが分かる。
桂太郎は三度にわたって日本の総理大臣を務め、1901年から1913年まで西
園寺公望と交代で政権を担当し、桂園時代と称される一時代を築いた政治
家であった。桂太郎は在任中に日英同盟、日露戦争、韓国併合などで重要
な役割を果たし、日本の国際的な地位の向上に努めたといえる。周恩来が
作文の中で桂の西洋への外遊に言及したことは、周恩来が日本及び日本の
政治家に対して具体的な関心を持っていた証左になると思われる。さら
に、周恩来は「ポリュビオスは奢侈は習慣の故と主張、紀夏井は奢侈は性
質の故と主張。二説について論じてみよう」という当時の教師が与えた
テーマについて、紀夏井というそれほど有名ではない平安時代の人物を詳
しく論じている。この作文において、周恩来は奢侈と文明の関係を巡り、
「日本は国土が狭く、人口も少ないので、もし奢侈の気風が日本で広まる
と、日本が強国になる願望は実現し難くなり、さらに貧弱化していく可能
性もある」というように事実に基づいて論理的に日本のことを分析した。
そして、今日の日本の「勤勉かつ純朴な気風」は紀夏井と関連性があると
いう結論を導き出した。日本の勤勉で純朴な気風が紀夏井と関連があるか
という点には疑問が残るであろうし、実証することは決して容易ではない
だろう。しかし、日本人にとっても馴染み深いとはいえない紀夏井につい
て議論を展開したことは、日本に関する知識をある程度蓄積していなけれ
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ば難しかったことを考えるなら、周恩来が日本に関連する情報を積極的に
収集していたことをうかがわせる。
　そして、⑩「『教育要旨』の第6条「貪婪を諌める」を読んだ感想」の中で、
周恩来は日本の教育および教育と国家全体の関連性について述べ、当時の
日本が「欧米列強と肩を並べられるようになったのも学校教育の賜物」と
日本の学校教育を大変高く評価したのである。確かに、中国においても清
朝末期に黄遵憲や厳復といった進歩的な思想を持った人々が国の基盤を
確立するために人材の育成が重要であると考え、学校教育に注力したこと
は周知の通りである。その点で、日本の学校教育を高く評価する見方は、
決して周恩来独自のものではなく、当時の知識人にとっては常識的な考え
方であったといえる。しかし、国際社会における日本の地位の向上を軍事
力だけに求めず、教育の重要性に着目したことは、周恩来が日本の教育に
ついて注意を払っていたことを示唆している。また、当時の周恩来は、日
本を理解したうえで日本の優れた面を真剣に学ぶという謙虚さがあった
といえるだろう。
　さらに、日本の学校教育に対する肯定的な評価は、周恩来が留学先を日
本とする前提であったと言えよう。何故なら、清朝末期に日本への留学が
流行したとはいえ、辛亥革命後は「対華21カ条要求」が象徴するように日
中関係は悪化していたため、もし日本の教育の状況を知らない、あるいは
否定的な意見を持っているとすれば、留学先を日本にすることは難しかっ
たと考えられるからである。また、⑦「友人への送別の手紙」は、周恩来が
学友の輪飛が日本への官費留学生選抜の試験に合格したため、友人を集め
て送別会を開こうとした際の手紙であるが、このように身近な人が日本留
学を選んだことも、自らが日本に赴こうと考える際の重要な手がかりに
なったと思われる。
　あるいは、1917年1月31日に梁啓超が南開中学校で演説を行った際に周
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恩来も聴講し、演説の内容を詳細に記録し、その内容は『南開作文集』に収
録されている。記録の冒頭で梁啓超のことを「我が国輿論界の泰斗、近代
の文豪」15と評したことは、周恩来が梁啓超を尊敬し、彼の思想に賛同して
いることを示している。梁啓超は1898年の戊戌変法の失敗で長年日本に滞
在していた。そして、日本語と中国語が「同文」であるという視点から、西
洋の諸言語より日本語が中国人にとってより容易に習得できると考え、青
年たちに日本への留学を勧めたのである16。こうした点を考えれば、梁啓超
の影響で周恩来の日本に対する理解がより深まり、後に留学先として日本
を選ぶ際の遠因の一つになったと考えることができるだろう。
おわりに
　周恩来の『南開作文集』を通して、南開中学校時代の日本観を主に否定
的と肯定的の二つの側面から分析を行った。その結果、日清戦争と「対華
21カ条要求」は周恩来の日本観に否定的な影響を与え、日本に対して常に
警戒心を抱かせたことが分かった。一方、日本との戦いを求めるのでな
く、自国の国力を上昇させることこそ日本からの圧迫に対抗するための根
本的な方針であるという考えは、周恩来の日本観が偏狭な愛国主義に留ま
らず、より大局的な観点から日本と中国の関係を考えていたことを示唆す
る。さらに、周恩来が日本を「同種」の「隣国」と称し、日中両国はともに
「黄色人種」という共通の背景を持つと考えていたこと、あるいは桂太郎や
紀夏井を含め、日本の事柄に対する関心を持ち続けたことは、周恩来の日
本観をより中立的なものにしたことを推察させる。そして、日本の教育に
対する高い評価や友人の留学、あるいは梁啓超の日本留学の勧めなどが、
15‌ ‌前掲書『周恩来南開中学校作文箋評』、342頁。
16‌ ‌梁啓超、『飲氷室合集』、中華書局、1989年、76頁。
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後に周恩来が留学先を日本に決める重要な判断材料となったといえるだ
ろう。
（史学専攻博士後期課程3年）
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Zhou Enlaiʼs recognition towards Japan when he was a student in 
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Abstract
　Zhou Enlai was studying in Tianjin Nankai Middle School, which was 
famous in China, from 1913 to 1917. The essays and articles, which were 
written by Zhou at that time, were found and well preserved right now by 
Nankai. In February 1982, Nankai University and Party Documents 
Research Office of the CPC Central Committee collected 52 essays of 
them in the Early Writings of Zhou Enlai, which is one of the most 
important documents to study Zhou. In February 2013, Tianjin Nankai 
Middle School and Party Documents Research Ofﬁce of the CPC Central 
Committee edited the book again and added some notes and explanations, 
and then release the book Zhou Enlai Nan Kai Zhong Xue Zuo Wen Jian 
Ping, which is for the general reader. What’s more, the articles that Zhou 
wrote for the Nankai’s newspaper and magazines after class were also 
recorded in the Zhou Enlai Nan Kai Zhone Xue Xi Zuo Shi Ping, which 
was published in October 2014. This paper will make clear Zhou’s 
recognition towards Japan when he was a student in Tianjin Nankai 
Middle School by verifying these above mentioned documents.
